










修士論文

土木建築学専攻博士前期課程（土木工学教育プログラム）カリキュラムツリー

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 防災・減災、社会基盤施設の計画・設計・建
設・管理、資源循環型環境保全の研究分野
に関する高度な知識と実践能力を修得してい
る。

• 将来、土木工学に携わる高度職業人として、
人類の福祉と幸福に貢献する高い倫理観と
使命感を有している。

• 数学・力学関係の基本的素養、環境と人間に
対する愛情、社会に関する幅広い教養を身
に付けている。

• 自己責任の下に自立的に活動し、自らの能
力向上を行う強い意志力を有している。

• 地域防災とまちづくりをキーワードとして、産
官および地域と連携した組織的な研究を推
進する能力を身に付けている。

• 産官学が連携する共同研究を通して、学際
的な研究活動を行う能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 個性を生かしつつも、グループで協働する能
力を身に付けている。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 産官学が連携する共同研究を通して、研究
ネットワークを構築し、研究拠点へつながる
可能性のある独創性、発展的、学際的緩急
を展開する能力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

２
年
次

１
年
次

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

専門基礎科目（必須10単位）

土木工学セミナーⅠ

土木工学セミナーⅡ

土木工学演習Ⅰ

土木工学演習Ⅱ

専門応用科目

耐震工学

構造物の劣化と維持管理

地殻開発工学

応用環境地盤工学

橋梁工学

海岸工学

水文工学

環境微生物工学

社会基盤計画論

交通政策マネジメント

環境防災マネジメント

土木工学総合演習Ⅰ

土木工学総合演習Ⅱ
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修士論文

土木建築学専攻博士前期課程（地域デザイン教育プログラム）カリキュラムツリー

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 社会システム、まちづくり、景観デザインなど
複雑な地域社会の諸問題に対して、具体的
な課題を明確にして解決策を導き、まちづくり
や公共政策の実践の中で次世代型社会シス
テムを構築するための高度な知識と実践能
力を修得している。

• 将来、土木工学に携わる高度職業人として、
人類の福祉と幸福に貢献する高い倫理観と
使命感を有している。

• 数学・力学関係の基本的素養、環境と人間に
対する愛情、社会に関する幅広い教養を身
に付けている。

• 自己責任の下に自立的に活動し、自らの能
力向上を行う強い意志力を有している。

• 地域防災とまちづくりをキーワードとして、産
官および地域と連携した組織的な研究を推
進する能力を身に付けている。

• 産官学が連携する共同研究を通して、学際
的な研究活動を行う能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 個性を生かしつつも、グループで協働する能
力を身に付けている。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 産官学が連携する共同研究を通して、研究
ネットワークを構築し、研究拠点へつながる
可能性のある独創性、発展的、学際的緩急
を展開する能力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目（必修10単位）

地域デザインセミナーⅠ

地域デザインセミナーⅡ

地域デザイン演習Ⅰ

地域デザイン演習Ⅱ

専門応用科目

社会基盤計画論

交通政策マネジメント

環境防災マネジメント

耐震工学

構造物の劣化と維持管理

地殻開発工学

応用環境地盤工学

橋梁工学

海岸工学

水文工学

環境微生物工学

地域デザイン総合演習Ⅰ

地域デザイン総合演習Ⅱ

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ 2



土木建築学専攻博士前期課程（建築学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 高度で普遍性のある教養を身に付け、建築学の専門
的知識と統合する能力を有し、自らの知識や理解を適
用する際の社会的、倫理的責任を考慮しつつ、複雑な
課題を解決できる。

• 現代社会が直面する課題の解決に挑戦するために、
世界の多様な文化・歴史・制度を理解し、国際的に通
用する建築学の専門知識・技能及び自らの考えをもち、
それらを専門家に対しても、一般の人々にも、明確に伝
えることができるコミュニケーション力を修得している。

• 建築学に関する自らの知識、技能、そして問題解決能
力を、専攻分野及び広い学際的な領域で発揮して、地
域における指導的人材として活躍できる。

２
年
次

１
年
次

専門応用科目
地震工学特論
建築荷重論
鉄筋コンクリート構造特論
塑性力学
建築材料設計Ⅰ，Ⅱ
建築材料学演習
構造計画学
建築構造学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
建築環境学特論Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
建築環境学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
西洋建築史特論
建築情報特論
都市解析学
建築空間構成法
計画情報学演習
建築史演習Ⅰ，Ⅱ
景観情報学演習
空間情報学演習
施設マネジメント学演習
建築プログラミング演習
建築プレゼンテーション

共通科目
先端科学特別講義Ⅰ
プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目
インターンシップⅠ
特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）
科学技術と社会Ⅰ，Ⅱ
Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）
English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）
現代社会理解Ａ，B

技術革新のための基礎科学
マネジメント概論
科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）
科学英語演習Ⅰ，Ⅱ

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）
MOT概論・基礎編，応用編
実践MOT

プロジェクトマネジメント
UXデザイン
DX経営
ベンチャー企業論

建築設計系
建築設計スタジオⅡ，Ⅲ，Ⅳ

建築学系
建築学研究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

建築都市文化系
建築学研究Ⅰ，Ⅱ
建築都市文化基礎科目Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ

建築実務実習
英語コミュニケーション

建築学系 建築都市文化系

修士設計

建築設計系

• 学士課程教育の基盤の上に、建築学における構造系、環境系、
計画系の各専門分野の高度な知識を修得し、生涯を通して学
修を継続する力と知識を最新のものに更新する姿勢を有してい
る。研究活動において、情報を駆使して、アイデアを発展させ、
応用する創造力を持っている。

• 建築設計系においては、上記の知識や能力のうちとくに設計能
力に重点をおいて修得し、建築都市文化系においては、出身学
部・学科の専門分野の知識を基礎とした上で、建築学における
基礎的な知識に加えて、高度な建築分野の知識を有している。

修士論文



機械数理工学専攻博士前期課程（機械工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 自ら思考し問題を解決できる能力を習得している。
• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究
を推し進める能力を修得している。

• 世界をリードする最先端の学術研究を推進する能
力を修得している。

• 機械システム全般に関する広範な知識を修得し
ている。

• 実学に即した学術研究を推し進め、研究成果を
社会還元することができる能力を修得している。

• 研究成果を国際的な学会で発表できるプレゼン
テーション能力を修得している。

• 国際的な場で人的交流し、学術の会話ができるコ
ミュニケーション能力を修得している。

• 産業界との協力や共同研究を行うことができる、
社会人としてのコミュニケーション力を修得してい
る。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

精密加工学特論

機械潤滑システム特論

流体工学特論Ⅰ

流体工学特論Ⅱ

熱工学特論Ⅰ

熱工学特論Ⅱ

混相系の科学技術

計算力学特論

エネルギー変換工学特論

強度設計学特論

材料加工学特論

安全工学特論

マイクロ・ナノファブリケーション

生体医工学特論

機器分析学特論

機械工学特別講義Ⅰ（必修）

機械工学特別講義Ⅱ（必修）

専門応用科目

先進接合工学

知能移動機械論

振動工学特論

知的システム特論

知能機械特論

数値最適化に基づく線形制御則設計論

コンピュータ援用力学

塑性加工学特論

固体力学特論

製品設計

ロバスト制御特論

宇宙機械工学特論

機械系共通専門科目

工業数学特論Ⅰ

工業数学特論Ⅱ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

修士論文

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



機械数理工学専攻博士前期課程（機械システム教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 自ら思考し問題を解決できる能力を習得している。
• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究
を推し進める能力を修得している。

• 世界をリードする最先端の学術研究を推進する能
力を修得している。

• 機械システム全般に関する広範な知識を修得し
ている。

• 実学に即した学術研究を推し進め、研究成果を
社会還元することができる能力を修得している。

• 研究成果を国際的な学会で発表できるプレゼン
テーション能力を修得している。

• 国際的な場で人的交流し、学術の会話ができるコ
ミュニケーション能力を修得している。

• 産業界との協力や共同研究を行うことができる、
社会人としてのコミュニケーション力を修得してい
る。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

先進接合工学

知能移動機械論

振動工学特論

知的システム特論

知能機械特論

数値最適化に基づく線形制御則設計論

コンピュータ援用力学

塑性加工学特論

固体力学特論

製品設計

ロバスト制御特論

宇宙機械工学特論

機械工学特別講義Ⅰ（必修）

機械工学特別講義Ⅱ（必修）

専門応用科目

精密加工学特論

機械潤滑システム特論

流体工学特論Ⅰ

流体工学特論Ⅱ

熱工学特論Ⅰ

熱工学特論Ⅱ

混相系の科学技術

計算力学特論

エネルギー変換工学特論

強度設計学特論

材料加工学特論

安全工学特論

マイクロ・ナノファブリケーション

生体医工学特論

機器分析学特論

機械系共通専門科目

工業数学特論Ⅰ

工業数学特論Ⅱ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

修士論文

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



機械数理工学専攻博士前期課程（数理工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 自ら思考し問題を解決できる能力を習得している。
• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究
を推し進める能力を修得している。

• 世界をリードする最先端の学術研究を推進する能
力を修得している。

• 数理工学全般に関する広範な知識を修得してい
る。

• 実学に即した学術研究を推し進め、研究成果を
社会還元することができる能力を修得している。

• 研究成果を国際的な学会で発表できるプレゼン
テーション能力を修得している。

• 国際的な場で人的交流し、学術の会話ができるコ
ミュニケーション能力を修得している。

• 産業界との協力や共同研究を行うことができる、
社会人としてのコミュニケーション力を修得してい
る。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

解析数学特論I

解析数学特論II

確率解析特論I

確率解析特論II

統計科学特論I

統計科学特論II

情報数学特論I

情報数学特論II

数理工学特別講義A

数理工学特別講義B

数理工学特別講義C

数理工学特別講義D

数理工学講究（必修）

数理工学特別研究（必修）

専門応用科目

流体工学特論I

流体工学特論II

計算力学特論

エネルギー変換工学特論

振動工学特論

知的システム特論

電子機械特論

知能機械特論

コンピュータ援用力学

応用数学講究（必修）

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

修士論文



情報電気工学専攻博士前期課程（電気工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 電気工学分野の高度専門知識を持っている。
• 修士論文作成を通じて、自発的探求心、論理
的思考能力、課題発見・解決能力、表現能力
を修得している。

• 理工融合教育科目、インターンシップなどを
通じて、多様な分野に対応できる柔軟性を修
得している。

• 国内外での学会発表などを通じて、コミュニ
ケーション能力およびプレゼンテーション能力
を修得している。

• 産学連携の研究テーマの遂行、インターン
シップにおける実践経験などを通して、地域
産業への理解を深め、実践力、社会性により
地域社会に貢献できる。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

ナノ構造デバイス工学

電子デバイス工学

放電プラズマ工学特論Ⅰ

放電プラズマ工学特論Ⅱ

高電圧パルスパワー工学特論

電力システム工学

パワーエレクトロニクス技術

非破壊検査工学

半導体物理学特論

植物バイオエレクトリクス

光計測工学特論

パルスパワー医療科学

衝撃波バイオエレクトリクス科学

電力フロンティア工学特論Ａ

電力フロンティア工学特論Ｂ

誘電体材料工学

半導体実装特論

薄膜プロセス工学特論Ⅰ

電気工学特別実習

電気工学特別演習Ⅰ（必修）

電気工学特別演習Ⅱ（必修）

電気工学特別研究（必修）

専門応用科目

システム制御工学特論Ⅰ

システム制御工学特論Ⅱ

生体情報システム特論

信号・画像処理特論Ⅰ

信号・画像処理特論Ⅱ

コンピュータビジョン

音響信号処理特論

無線通信工学特論

情報理論応用

集積システム工学特論

計算機セキュリティ特論

計算機構成特論

情報通信工学特論

メディア情報処理論

医療画像情報処理

電磁波工学特論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

修士論文



情報電気工学専攻博士前期課程（電子工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 電子工学分野の高度専門知識を持っている。
• 修士論文作成を通じて、自発的探求心、論理
的思考能力、課題発見・解決能力、表現能力
を修得している。

• 理工融合教育科目、インターンシップなどを
通じて、多様な分野に対応できる柔軟性を修
得している。

• 国内外での学会発表などを通じて、コミュニ
ケーション能力およびプレゼンテーション能力
を修得している。

• 産学連携の研究テーマの遂行、インターン
シップにおける実践経験などを通して、地域
産業への理解を深め、実践力、社会性により
地域社会に貢献できる。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

システム制御工学特論Ⅰ

システム制御工学特論Ⅱ

生体情報システム特論

信号・画像処理特論Ⅰ

信号・画像処理特論Ⅱ

無線通信工学特論

組込みシステム工学特論

電磁波工学特論

電子工学特別実習

電子工学特別演習Ⅰ（必修）

電子工学特別演習Ⅱ（必修）

電子工学特別研究（必修）

専門応用科目
ナノ構造デバイス工学
電子デバイス工学
放電プラズマ工学特論Ⅰ
放電プラズマ工学特論Ⅱ
高電圧パルスパワー工学特論
電力システム工学
パワーエレクトロニクス技術
コンピュータビジョン
音響信号処理特論
非破壊検査工学
植物バイオエレクトリクス
光計測工学特論
パルスパワー医療科学
衝撃波バイオエレクトリクス科学
電力フロンティア工学特論Ａ
電力フロンティア工学特論Ｂ
誘電体材料工学
薄膜プロセス工学特論Ⅰ
機械システム工学特論
計算機構成特論
データ工学
分散システム論
集積システム工学特論
計算機援用教育システム論
メディア情報処理論
計算機セキュリティ特論
半導体物理学特論
プログラム言語論
データマイニング特論
情報理論応用
情報通信工学特論
人工知能工学特論
医療画像情報処理

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

修士論文



情報電気工学専攻博士前期課程（情報工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 情報工学分野の高度専門知識を持っている。
• 修士論文作成を通じて、自発的探求心、論理
的思考能力、課題発見・解決能力、表現能力
を修得している。

• 理工融合教育科目、インターンシップなどを
通じて、多様な分野に対応できる柔軟性を修
得している。

• 国内外での学会発表などを通じて、コミュニ
ケーション能力およびプレゼンテーション能力
を修得している。

• 産学連携の研究テーマの遂行、インターン
シップにおける実践経験などを通して、地域
産業への理解を深め、実践力、社会性により
地域社会に貢献できる。

２
年
次

１
年
次

専門基礎科目

計算機構成特論

分散システム論

集積システム工学特論

データ工学

コンピュータビジョン

音響信号処理特論

データマイニング特論

情報理論応用

プログラム言語論

計算機セキュリティ特論

情報通信工学特論

メディア情報処理論

計算機援用教育システム論

人工知能工学特論

カスタムコンピューティング特論

医療画像情報処理

情報工学特別実習

情報工学特別演習Ⅰ（必修）

情報工学特別演習Ⅱ（必修）

情報工学特別研究（必修）

データサイエンス実習※

データサイエンス演習※

専門応用科目
システム制御工学特論Ⅰ
システム制御工学特論Ⅱ
生体情報システム特論
信号・画像処理特論Ⅰ
信号・画像処理特論Ⅱ
無線通信工学特論
半導体物理学特論
ナノ構造デバイス工学
電力システム工学
非破壊検査工学
植物バイオエレクトリクス
光計測工学特論
パルスパワー医療科学
衝撃波バイオエレクトリクス科学
電力フロンティア工学特論Ａ
電力フロンティア工学特論Ｂ
誘電体材料工学
薄膜プロセス工学特論Ⅰ
電磁波工学特論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

修士論文

※本授業科目で修得した単位は、本教育部の修了要件に含めない。



材料・応用化学専攻博士前期課程（応用物質化学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 物質の構造､物理的・化学的性質､力学特性
等をナノからマクロにわたり幅広い視野で探
索できる能力を有している。

• 課題を発見し、その解決に向けた実験計画を
立案・実行できる。

• 深い専門性に裏付けられた柔軟な総合的思
考力の養成に不可欠な基礎理論を修得して
いる。

• 研究成果を整理し、その学術的な位置付け
を客観的に判断できる。

• 諸外国の情報を得て、先端材料の創製、特
性評価、生産加工プロセス及びリサイクル等
について各研究分野の課題を解決できる｡

• 計画性､探求心､洞察力､論理的思考力及び
表現力を総合的に備え、地域社会の発展に
貢献できる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅰ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

専門応用科目

触媒化学

物質インフォマティクス

構造無機化学特論

無機材料化学特論

機能材料プロセス工学特論

反応工学特論

応用電気化学特論

界面構造化学特論

固体材料分析化学特論

応用物質化学特別講講義

修士論文修士論文

専門基礎科目

高分子ナノ構造制御論

高分子複合材料特論

生物分析科学特論

有機材料化学特論

高分子分離材料特論

医用ナノ材料学

酵素機能化学特論

ケミカルバイオロジー特論

光機能化学特論

分子イメージングとナノ医療

応用生命化学特別講義

応用生命化学演習

応用生命化学ゼミナール

応用生命化学特別演習Ⅰ （必修）

応用生命化学特別演習Ⅱ （必修）



材料・応用化学専攻博士前期課程（応用生命化学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• バイオテクノロジーや自己組織化を利用した
生命化学を基盤とする機能性材料や最先端
技術を探索できる能力を有している。

• 課題を発見し、その解決に向けた実験計画を
立案・実行できる。

• 深い専門性に裏付けられた柔軟な総合的思
考力の養成に不可欠な基礎理論を修得して
いる。

• 研究成果を整理し、その学術的な位置付け
を客観的に判断できる。

• 諸外国の情報を得て、バイオ、環境、高機能
材料、エネルギー等について、生命化学の視
点から各研究分野の課題を解決できる｡

• 計画性､探求心､洞察力､論理的思考力及び
表現力を総合的に備え、地域社会の発展に
貢献できる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅰ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

専門応用科目

高分子ナノ構造制御論

高分子複合材料特論

生物分析科学特論

有機材料化学特論

高分子分離材料特論

医用ナノ材料学

酵素機能化学特論

ケミカルバイオロジー特論

分子イメージングとナノ医療

応用生命化学特別講義

修士論文修士論文

専門基礎科目

触媒化学

物質インフォマティクス

構造無機化学特論

無機材料化学特論

機能材料プロセス工学特論

反応工学特論

応用電気化学特論

応用物質化学演習

応用物質化学ゼミナール

応用物質化学特別演習Ⅰ （必修）

応用物質化学特別演習Ⅱ （必修）

光機能化学特論



材料・応用化学専攻博士前期課程（物質材料工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 物質の構造､物理的・化学的性質､力学特性
等をナノからマクロにわたり幅広い視野で探
索できる能力を有している。

• 課題を発見し、その解決に向けた実験計画を
立案・実行できる。

• 深い専門性に裏付けられた柔軟な総合的思
考力の養成に不可欠な基礎理論を修得して
いる。

• 研究成果を整理し、その学術的な位置付け
を客観的に判断できる。

• 諸外国の情報を得て、先端材料の創製、特
性評価、生産加工プロセス及びリサイクル等
について各研究分野の課題を解決できる｡

• 計画性､探求心､洞察力､論理的思考力及び
表現力を総合的に備え、地域社会の発展に
貢献できる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅰ

プロジェクトゼミナールⅠ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in JapanⅠ

（日本の先端科学Ⅰ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

全専攻共通科目

インターンシップⅠ

特別プレゼンテーションⅠ

専門応用科目
計算材料工学
非平衡材料工学
電子材料物性学
機能性セラミックス材料工学
環境材料強度学
先端材料工学
微細構造評価学
先端材料評価学

専門基礎科目

材料塑性工学

材料界面物性学

材料界面電子化学

連続体力学

凝固理論

原子力材料工学

航空宇宙材料学

マクロ構造評価学

物質材料工学特別演習 I（必修）

物質材料工学特別演習 II（必修）

修士論文修士論文
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